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川口・安行は江戸時代から植木の産地
として有名でした。その技術は「安行
植木」というブランド名があるほど価
値の高いものとして評価され続けてい
ます。
また自然環境に恵まれたこの地域は植
物栽培に適しており、日本文化として
世界でも注目されているBONSAI の生
産も盛んです。老舗の植木園、盆栽園
が集まるこのエリア。散策しながら文
化体験をしてみてはいかがでしょうか。

約2.3haの敷地には約
4,600本、約2,000品種
もの新しい樹種と園芸品
種を展示しています。

花と緑の振興センター

緑化産業の総合拠点。植
木の販売、花と緑に関わ
る展示会やイベントも開
催しています。

川口緑化センター
道の駅も

あります

四季折々の
景色が
楽しめます

植木の産地として名高い安行は、恵まれ
た自然条件と立地で盆栽の生産技術も発
展しました。歴史を受け継いだ職人技は
「安行盆栽」として知られています。

安行盆栽
生きているア

ート

明暦3年（1657）の江戸の大火の後、
植木・草花を送り江戸の町の復興に
尽力。安行村を植木の産地として成
功させました。

安行植木の祖

吉田権之丞

安行の植木は川口の
伝統産業として 400
年以上の歴史があ
り、日本三大植木産
地の一つとして知ら
れています。

安行植木

植木と盆栽の文化がある地域

戸
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88Ｍ 埼玉高速鉄道

2000

1 日乗り放題！
で

お得なきっぷ

お問い合わせは・・・

9：00 ～ 17：45（土休日・年末年始を除く）

埼玉スタジアム線
東京メトロ南北線
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得

（土日・祝のみ発売）

植木の里
と呼ばれて
います
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植木と盆栽の文化の街

気さくな出会いとワクワク探検

　つの駅で　　んな散策

いつもの街で発見

　
お
気
軽散歩が楽しい

戸塚安行
TOZUKA-ANGYO

７つの駅のまちマップ

FREE
埼玉高速鉄道でまちめぐり

ナナイ ロぷらす




